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良性お よび悪性の 唾液 腺腫 瘍の 細胞動態
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の 変化が観察され て い る p53癌抑制遺伝 f’と比較
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’1：jJ片 は DNA
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結果 と考察 ：隆起型 一 1‘坦隆起型 い ずれ の group
で もp53 、　 p21 の 有複発 現 がみ られ た。
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は有意な欄陶 は 認 め なか っ た tt

　 f固々 の 遺fX　f・の
発現 とploidy　patternの変化 との 闘 に も関連性 を

認め なか〆
， た。DNA 　ploidy　patternの 変化は癌の

進展 の 過程 で 起 きる DNA 　レ ベ ル 、染色体 レ ベ

ル の 変化 を反 映 して い る が ．そ の変 化は ras 、

p53 遺伝 fの い ずれ に も特異的に影響 さ れ る もの

で はない と思 われる 。

【目的 】多 形性 腺腫 と 腺 様嚢 胞 癌 は 唾 液 腺 腫

瘍の 中で 代 表的 な腫 瘍 で あ る。 こ れ ら の 組 織

構築 は 類似 し て い る が 、生物学 的態度 は 著 し

く異な っ て い る 。 今回、 両 者の 腫瘍の 特性を

DNA　 ploidy 　 pattern と PCNA （Proliferatipg

Celユ Nuclear　Antigen）陽 档i率か ら比較検討 し

た 。 　【材料 と方法 】大唾 液 腺、小唾 液 腺 由 来

の 多形 性腺腫 30例、腺様嚢胞癌 18例 の パ ラ フ

ィ ン 包 埋ブ ロ ッ クを用 い た 。 （1）厚切 切 片か ら

単離細 胞塗 沫標本を 作 成 し、 DAPI染色 に よる

顕微蛍 光測 光法 を行 い 核 DNA量 ヒ ス トグ ラ ム を

作 成 し た。 （2）4μ m 薄切 切 片上 で 免疫組 織 化 学

的 に PCNA を染 色 し た 。 睡 瘍細 胞核 1【｝00個 を数

え PCNA 陽性 率 を 算 出 し た 。 　【結 ．果 と 考察 】

DNA　 pioidy 　 pattern を比 較す る と 多形 性 腺腫

は 全例 diploidyで 4 倍 体 を越 え る 細 胞 の 出現

は な か っ た。　 一
方、腺 様嚢 胞 癌 で は 2 例 は

aneuploidy を、他 はす べ て diploidyを示 し、

全 例 にお い て 多倍体の 出現が 認め られ た。 PC

NAP9性 率 で は そ れ ぞれ 8．1％、 15．8％ で 腺 様肇

胞癌が 有意 に高 い 値 を示 した。以 上 の よ うに、

多形性腺 腫 と 腺 様嚢 胞 癌 で は 細胞 動 態が 異 な

り、 大小 不 同性 の 比較 的 少 な い 腫 瘍 細 胞 か ら

構成 さ れ る 腺 様 轟 胞癌 で もaneuploidy が 出現

す る こ と が あ り、 多形 性腺腫 よ り も 高 い 細胞

増殖活性を有 す る こ と が 明 ら か に な っ た 。
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